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モノディmonodi 
 16世紀終わり頃に、古代ギリシアの朗唱法を復活させようとした、フィレンツェのカメラータの人々
によって提唱された、歌詞の内容表出を重視した通奏低音の伴奏による独唱歌曲形式とその様式。 
 カメラータ：16世紀後半にフィレンツェのジョヴァンニ・デ・バルディ伯爵家のサロンに集まり、 
       古代ギリシアの演劇を復興しようと研究活動を行った人々。代表的な参加者は、 
       詩人のオッタヴィオ・リヌッチーニ、音楽家のジュリオ・カッチーニ、ヤコポ・ペ 
       ーリ、音楽理論家のヴィンチェンツォ・ガリレイなど。 
 
ヤコポ・ペーリ（1561～1633年） オペラ《エウリディーチェEuridice》1600年 序文から 
 ……私は、他の形ではありましたが、オッタヴィオ・リヌッチーニ氏によって書かれたダフネの物語
に、私たちの時代の音楽ができる簡単な試みを行うために作曲し、ヤコポ・コルシ氏とオッタヴィオ氏
を（早くも1564年に）喜ばせました。それが劇的な詩の問題であり、歌において人のしゃべりを模倣
すべきであるということ（そして疑いなく誰も歌唱について話していないこと）を考え、私は、古代
ギリシアや古代ローマの人 （々多くの方々の意見に従えば、彼らは、舞台で悲劇全体を歌っていました）
がアルモニアを用いたと判断しました。アルモニアとは、通常の会話をはるかに越えていながら、歌
の旋律というには足りない、中間的な形式です。…… 
 私は、これまで聴いてきたすべての他の歌唱方法を捨て、これらの詩のために必要な種類の模倣を
ひたすら探求しました。そして私は、古代の人々が歌唱に採用し、「ディアステマティカdiastematica
［音程］」と呼んだ種類の声［歌い方］であれば、時によっては速めたり、歌が延ばされたゆっくり
とした動きと、語りの流れるようなすばやい動きとの中間的な方法をとることもできると考え、また、
それが（古代の人々が詩歌や英雄詩を読む際にそれを採用したように）私の意図に適うかもしれないと
考えました。そしてさらに、それは、古代の人々が、その種の声［歌い方］を「コンティヌアータ
continuata」と呼び、私たち現代の人々が、おそらく他の目的のためでしょうが、音楽作品の中です
でに用いている、もう一種のやり方、すなわち会話の声に近い、と考えました。…… 



 

 
 
 

 

モノディ誕生の背景  
① ルネサンス期の古代ギリシアの文化に対する関心 
② 宗教改革者たちの音楽観：言葉の理解の重視→ルネサンス期のポリフォニーに対する反動 
      
ルネサンス期のポリフォニーの実例 
ピエルルイジ・ダ・パレストリーナ（1525～94年）《鹿が谷川の水を求めるように》1604年 

モノディー歌曲の実例 ジュリオ・カッチーニ（1546頃～1618年）《私の美しいアマリリ》 
《新音楽Le Nuove Musiche》1602年から 

 

 
Amarilli mia bella, 
  私の美しいアマリリ、 
Non credi, o del mio cor dolce desio, 
  私の心の甘美な希望である人よ 
D'esser tu l'amor mio? 
  あなたを愛しているのを信じてくれないのか。 
Credilo pur, e se timor t'assale, 
  どうか信じておくれ。もし不安になったら 
Prendi questo mio strale, 
  矢を取って私の胸を開いてみるがいい。 
Aprim'il petto, e vedrai scritto il core, 
  そうすれば心に書いてあるのが分かるだろう、 
Amarilli e'lmio amore. 
  「アマリリは私の愛である」と。 

 


